
　

大
学
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
。
扉
の
横
に
「
健
康
の
た
め

４
階
ま
で
は
階
段
を
使
い
ま

し
ょ
う
」と
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
４
階
ま
で
な
の
？
も
し
健

康
の
た
め
な
ら
、ど
の
階
ま
で

で
も
階
段
を
使
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
？
▼
健
康
の
た
め
の
運

動
量
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
・
ス

ポ
ー
ツ
医
学
会
は
、中
強
度
の

運
動
な
ら
１
週
間
に
ト
ー
タ
ル

で
１
５
０
分
、高
強
度
の
運
動

な
ら
75
分
と
い
う
基
準
を
奨
励

し
て
い
る
。ゆ
っ
く
り
歩
行
で

は
残
念
な
が
ら
中
強
度
に
は
達

し
な
い
。少
々
頑
張
っ
て
、積
極

的
な
歩
行
か
ら
軽
い
早
歩
き
、

ゆ
っ
く
り
し
た
階
段
上
り
が
中

強
度
の
運
動
で
あ
る
。研
究
棟

の
階
段
を
１
階
か
ら
７
階
ま
で

ゆ
っ
く
り
上
る
と
約
２
分
か
か

る
。毎
分
60
拍
だ
っ
た
心
拍
数

が
７
階
に
達
す
る
頃
に
は
毎
分

~

１
２
０
拍
ま
で
上
昇
し
た
。試

し
に
１
階
か
ら
４
階
ま
で
階
段

を
上
り
、４
階
の
廊
下
を
反
対

側
の
階
段
ま
で
歩
い
て
か
ら
７

階
ま
で
上
が
っ
て
み
た
。心
拍
数

は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。階
段
と
廊

下
を
上
手
に
組
み
合
せ
て
１
階

と
７
階
を
往
復
す
れ
ば
約
５

−

６
分
の
中
強
度
運
動
に
な
る
。

午
前
中
に
３
回
、午
後
に
３
回
、

７
階
ま
で
の
往
復
が
で
き
た
ら
、

先
の
奨
励
基
準
を
平
日
だ
け
で

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
▼
こ
の

春
、興
味
深
い
論
文
が
発
表
さ

れ
た
。JA

M
A

と
い
う
有
名

な
医
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

に
は
、66
万
人
を
対
象
に
調
査

し
た
身
体
活
動
と
死
亡
率
と
の

関
連
性
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

運
動
量
が
多
い
ほ
ど
死
亡
率

が
低
い
と
い
う
容
量
反
応
関
係

は
、先
の
奨
励
基
準
の
５
倍
の

運
動
量
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。

せ
っ
か
く
の
運
動
の
チ
ャ
ン
ス
、

健
康
の
た
め
に
積
極
的
な
階
段

の
利
用
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

第
60
回
西
日
本
学
生
剣
道

大
会
・
第
30
回
西
日
本
女
子

学
生
剣
道
大
会
が
５
月
23

日
・
24
日
の
２
日
間
、
福
岡

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部
男
子

が
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

東
海
・
北
信
越
・
関
西
・

中
四
国
・
九
州
の
各
学
生
剣

道
連
盟
に
加
盟
す
る
大
学
に

よ
る
、
団
体
戦
の
み
実
施
さ

れ
る
こ
の
大
会
に
、
男
子

１
１
１
チ
ー
ム
、
女
子
99

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
で
優
勝
が
争
わ
れ

ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
初
戦
か

ら
安
定
し
た
強
さ
で
順
調
に

勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
環
太

平
洋
大
学
を
４
対
１
で
破

り
、
迎
え
た
決
勝
戦
の
相
手

は
大
阪
体
育
大
学
。
１
対
１

で
代
表
戦
へ
と
持
ち
込
み
ま

す
。
こ
こ
で
、
鹿
屋
体
育
大

　

第
65
回
西
日
本
学
生
体
操

選
手
権
大
会
（
西
日
本
イ
ン

カ
レ
）
は
５
月
29
日
～
31

日
、
北
九
州
市
立
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
体
選
手

権
の
部
、
個
人
総
合
選
手
権

　

鹿
屋
体
育
大
学
カ
ヌ
ー

部
所
属
の
大
城
海
輝
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４

年
）
が
、
平
成
27
年
度
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
日
本
代

表
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
カ

ヌ
ー
部
所
属
の
島
津
早
耶

子
さ
ん
（
同
４
年
）
、
田

中
香
奈
さ
ん
（
同
２
年
）

の
２
名
が
平
成
27
年
度
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
Ｕ
23
日

本
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

 

な
お
、
日
本
代
表
に
は

本
学
卒
業
生
の
宮
田
悠
佑

さ
ん
、
Ｕ
23
日
本
代
表
に

は
山
下
友
理
子
さ
ん
も
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ア
ジ
ア
選
手

権
、
世
界
選
手
権
等
に
出

場
し
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

枠
獲
得
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　７月３日から 14 日まで、韓国の光州（クワンジュ）で第 28 回ユニバーシアード競
技大会が開催されます。この大会に、鹿屋体育大学から競泳に２名（うち１名は卒業生）、
柔道に２名が日本代表として出場します。
　ユニバーシアード競技大会は、国際大学スポーツ連盟が主催する学生を対象にした国
際総合競技大会で、２年ごとに開催され「学生のためのオリンピック」ともよばれてい
ます。選手の皆さんの活躍に、期待がかかります。

学
の
持
原
大
希
さ
ん
（
武
道

課
程
３
年
）
が
面
を
決
め
て

１
本
勝
ち
。
２
年
連
続
15
度

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

女
子
は
惜
し
く
も
、
３
回

戦
敗
退
。
優
勝
は
福
岡
教
育

大
学
で
し
た
。

　

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大

会
は
11
月
16
日
、
全
日
本
女

子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
は
11

月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

剣
道
部
男
子 

西
日
本
学
生
剣
道
大
会
で
連
覇
！

ユニバーシアード競技大会出場決定！

◇出場する鹿屋体育大学関係者（6 月 5 日現在）
競 技 競 泳 柔 道
種 目 平泳ぎ 自由形 66kg 級 78kg 級
氏 名 福留　景子 山本　耕平 竪山　将 堀　歩未

所 属 スポーツ総合課程
４年

平成 27 年 3 月卒
（ミズノ株式会社）

武道課程
４年

武道課程
２年

平成 27 年度カヌースプリント日本代表選手
男子カナディアン 大城 海輝 スポーツ総合課程４年
男子カヤック 宮田 悠佑 平成 26 年３月卒
平成 27 年度カヌースプリントU23 日本代表選手 
女子カナディアン 島津 早耶子 スポーツ総合課程４年

女子カヤック
田中 香奈 スポーツ総合課程２年
山下 友理子 平成 27 年３月卒

カ
ヌ
ー
部

日
本
代
表
選
手
に
選
出

体
操
競
技
部 

西
日
本
イ
ン
カ
レ
３
連
覇

大隅湖で練習する大城さん

【出場選手】
桑野俊彦（４年）　棈松慎治（４年）　宮崎邦春（４年）
柳田喜章（４年）　望月脩平（３年）　持原大希（３年）
上村貴弥（２年）　真田裕行（２年）
牧島凜太郎（１年）

【試合結果】
勝敗（取得本数） 対戦相手

２回戦 ５（8） －１（1） 佛教大学
３回戦 ３（5） －３（4） 九州国際大学
４回戦 ４（9） －０（2） 松山大学
５回戦 ４（9） －０（2） 日本経済大学
準決勝 ４（8） －１（2） 環太平洋大学

決　勝 １（4） －１（4）
○メ（代表戦） 大阪体育大学

が
優
勝
、
前
野
風
哉
さ
ん

（
同
１
年
）
が
４
位
、
大
村

仁
志
さ
ん
（
同
３
年
）
が
６

位
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
目
別
選
手
権
の

部

－

男
子
で
も
、
鹿
屋
体

育
大
学
が
ゆ
か
、
あ
ん
馬
、

平
行
棒
、
鉄
棒
で
１
位
、
跳

馬
、
つ
り
輪
で
２
位
と
、
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
と
な
る
全
日
本

イ
ン
カ
レ
は
、
８
月
20
日
か

ら
新
潟
県
で
開
催
予
定
で

す
。

優勝した体操競技部のメンバー

の
部
、
種
目
別

選
手
権
の
部
と

３
部
門
に
分
か

れ
て
お
り
、
団

体
選
手
権
の
部

－

男
子
で
鹿

屋
体
育
大
学
が

優
勝
し
、
見
事

３
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

個
人
総
合
選

手
権
の
部

－

男
子
で
は
、
塚

元
淳
貴
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
４
年
）
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あなたの町に、レモンガス

鹿屋支店

平成２６年４月　第２７７号 ⑵

　鹿屋体育大学は、全国でただ一つの国立の 4 年制体育大学として、競技スポー
ツ、生涯スポーツ及び武道の振興並びに健康の保持増進について教育研究を行っ
ており、心身ともに健康でスポーツを愛好する次のような人材を養成すること
を目標としています。
－ �体育・スポーツ及び武道の分野において、理論と実践とを連結する能力を有

し、かつ人間的な魅力に満ちた指導者になり得る人材 －
○ �競技スポーツの分野において、競技選手の競技力向上を適切に支援すること

ができる指導者になり得る人材
○ �生涯スポーツ・健康づくりの分野において、人々の健康状態や体力等に応じ

た適切な指導が行える指導者になり得る人材
◎入学者選抜試験を通じて本学が求める人材像
○ �スポーツ・武道を自ら実践することを通じて、心身を鍛え、スポーツマンシッ

プを身に付け、自主性や自律性をもち、新たな課題に進んで挑戦しようとする、
感性豊かで協調性やコミュニケーション能力、思いやりの心を備えた学生

○ �スポーツ・武道の実践や文化としてのスポーツ・武道を愛好し、あるいは運
動による健康づくりに関心をもち、生涯を通じてこれらと深くかかわりたい
と考えている学生

◎それぞれの入試で求める人材像
【ＡＯ（ＳＳ）入試】
○ �本学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学に入学する強い意欲のある、

国際大会で活躍できる資質を有する、高い競技能力を持った者  

【推薦入試】　
○ �スポーツ・武道で卓越した実績を挙げた者、あるいは高度の競技力・運動能

力を有している者

○ �オリンピック選手等トップレベルの競技者となることを目指して、自己の競
技力向上に強い意欲とおう盛なチャレンジ精神を有している者

○ スポーツ・武道の指導者や研究者となるなど強い意志を有している者
○ �将来の社会人として必要とされる豊かな人間性やマナーの基本を身に付けて

いる者

【一般入試】
○ �運動と健康への強い関心があり、スポーツ・武道の指導者や研究者となるな

ど強い意志と学習能力を有している者
○ スポーツ・武道の運動経験を有している者
○ �将来の社会人として必要とされる豊かな人間性やマナーの基本を身に付けて

いる者

【第３年次編入学試験】
○ �体育・スポーツ、武道の分野において自ら競技力の向上を目指す者及び体育・

スポーツ、武道を通して競技スポーツ、生涯スポーツ、健康づくりの指導者
を目指す者

◎高等学校で身に付けてほしい学力・能力
　�　体育・スポーツ及び武道を学ぶにあたっては、人文・社会科学から自然科

学まで幅広い分野の学修が求められることから、高等学校での学習は保健体
育の基礎的な学力だけでなく、国語や英語で修める文献などの読み解きやコ
ミュニケーションする基礎的な能力、理科や数学で修める人体のしくみや動
きなどを分析するための基礎的な学力、並びに地理歴史や公民で修める社会
における体育・スポーツ及び武道の役割などを理解するための基礎的な学力
を身に付けておくことが大切です。

　�　さらに、体育大学での専門的な実技実習などを修学するために必要なスポー
ツ・武道の実技能力を身に付けておくことも大切です。

平成28年度鹿屋体育大学学生募集のお知らせ

体 育 学 部 AO（SS）入試 推薦入試 一般入試 特別入試
（帰国子女・社会人）

私費外国人
留学生入試

第３年次
編入学試験

募
集
人
員

スポーツ
総合課程 10人 50人 60人

若干人 若干人 20人武 道
課 程 5人 20人 25人

出願期間 H27.9.1（火）～　
9.18（金）

H27.11.2（月）
～11.5（木）

H28.1.25（月）
～2.3（水）

H27.11.2（月）
～11.5（木）

H28.1.25（月）
～2.3（水）

H27.8.3（月）
～8.7（金）

選抜期日

第1次選考:
H27.9.1（火）～

9.18（金）
第2次選考:
H27.10.9（金）

H27.11.19（木）・
11.20（金）

H28.2.25（木）・
2.26（金）

H27.11.19（木）・
11.20（金）

H28.2.25（木）・
2.26（金）

H27.8.31（月）・
9.1（火）

本 学 が
実施する 
試 験

第1次選考：
競技歴及び
意欲等審査
第2次選考：
面接・健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
運動能力検査、
健康診断

合 格 者
発 表 H27.10.15（木） H27.12.2（水） H28.3.8（火） H27.12.2（水） H28.3.8（火） H27.9.9（水）

平成27年度　鹿屋体育大学入学者選抜試験結果

※出願資格、出願書類、選抜方法等入学者選抜に関する詳細については、大学公式ＨＰでご確認ください。
入試に関する問い合わせ先
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp   TEL：0994−46−4869  FAX：0994−46−2515
公式ホームページ　http://www.nifs-k.ac.jp/

平成28年度　鹿屋体育大学入試日程
選抜区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

ＡＯ入試
スポーツ総合 10 11（3）※11（3） 11（3） 0（0） 11（3）
武 道 5 5（4） ※5（4） 5（4） 1（1） 4（3）

計 15 16（7）※16（7） 16（7） 1（1） 15（6）

推薦入試
スポーツ総合 50 72（27） 71（26） 50（20） 0（0） 50（20）
武 道 20 23（10） 23（10） 20（7） 0（0） 20（7）

計 70 95（37） 94（36） 70（27） 0（0） 70（27）

一般入試
スポーツ総合 60 265（49）253（48） 70（8） 0（0） 4（0） 66（8）
武 道 25 48（11） 44（10） 29（6） 0（0） 1（0） 28（6）

計 85 313（60）297（58） 99（14） 0（0） 5（0） 94（14）

特別入試
（社会人）

スポーツ総合 若干人 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）

計 － 2（0） 2（0） 2（0） 0（0） 2（0）

私費外国人
留学生入試

スポーツ総合 若干人 1（0） 1（0） 0（0） 0（0） 0（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 1（0） 1（0） 0（0） 0（0） 0（0）

合　　計
スポーツ総合 120 350（79）337（77）132（31） 0（0） 4（0） 128（31）
武 道 50 77（25） 73（24） 55（17） 0（0） 2（1） 53（16）

計 170 427（104）410（101）187（48） 0（0） 6（1） 181（47）

選　抜　区　分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

第３年次
編入学

スポーツ総合 20 46（9） 46（9） 20（6） 0（0） 20（6）
武　　　道 2（1） 2（1） 0（0） 0（0） 0（0）

合　　　　　　　　計 20 48（10） 48（10） 20（6） 0（0） 20（6）

※AO入試の受験者数は、第２次選考の受験者数

体育学部 （　）は女子で内数

※特別入試（帰国子女）は志願者なし

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
５

月
24
日
に
鹿
屋
体
育
大
学
東

京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
筑
波
大
学
・
鹿
屋
体
育
大

学
連
携
推
進
室
）
に
お
い

て
、
受
験
希
望
者
と
そ
の
保

護
者
等
を
対
象
と
し
た
平
成

27
年
度
第
１
回
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
東
地
区
を
中

心
に
現
役
高
校
生
、
既
卒

者
、
保
護
者
な
ど
計
11
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ

め
に
教
務
課
の
有
馬
入
試
係

長
に
よ
る
大
学
の
概
要
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
卒
業
生

の
濱
中
良
さ
ん
（
平
成
24
年

３
月
卒
）
、
金
田
竜
成
さ
ん

（
平
成
26
年
３
月
卒
）
、
東

京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

の
津
々
木
晶
子
助
手
が
加
わ

り
、
個
別
相
談
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
セ

ン
タ
ー
試
験
の
教
科
科

目
は
ど
の
よ
う
に
選
択

し
た
ら
よ
い
の
か
」

「
一
般
入
試
で
入
学
し

て
も
サ
ー
ク
ル
に
入
部

で
き
る
の
か
」
な
ど
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
個

別
相
談
会
で
の
回
答
に

参
加
者
は
大
い
に
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
卒
業
生
が
語
る
学

生
生
活
で
の
具
体
的
な

体
験
談
か
ら
鹿
屋
体
育

大
学
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
同
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
説
明
会
を

計
７
回
開
催
す
る
予
定

で
す
。

平成27年度
第１回
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
大
学

説
明
会
を
開
催

学生生活の体験談を語る金田さんと濱中さん（左）
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心豊かな車社会を願う

寿自動車学校
スクールバスを１時間ごとに運行しています

何か物足りない、
何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”を
お手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541

URL http://www.shinsei-p.co.jp
E-mail kan@shinsei-p.co.jp

汲取の御注文
浄 化 槽 の 管 理

水質保全に
　　 全力投球

株式
会社西日本浄化サービス

代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
TEL（0994）43－3425

鹿屋市
許　可

平成２６年４月　第２７７号⑶

　私たち陸上競技部は、今年で創部３１年目を
迎えました。昨年度、日本学生陸上競技対校選
手権大会では四名が入賞（内１名が優勝）、日
本学生個人選手権では５名（内１名が優勝）が
入賞しました。また、全日本大学女子駅伝では
シード権争いに絡む５位入賞を果たしました。
その他の各大会においても、上位入賞をする
者がいたりするなど、結果からみれば鹿屋体育
大学陸上競技部の名を全国にアピールできた
と思います。しかし、この結果に満足すること
なく、更に好成績が残せるよう競技に取り組ん
でおります。
　陸上競技部は、部員数７９名で活動していま
す。年々部員数の減少が見られるのが現状で
す。その中で自己記録更新、九州IC、日本ICな
ど、目標とするところは個々で違いますが、部
員全員で協力し合い、切磋琢磨しながら競技

力向上を図っています。毎日の練習は短距離
ブロック、中長距離ブロック、跳躍混成ブロッ
ク、投擲ブロックの４ブロックに分かれて活動
しています。練習環境としては、学内に陸上競
技場が設置されており、その他にも充実した設
備が揃っており、競技をする上では恵まれた環
境であります。各ブロック毎で練習内容・時間
は大きく異なりますが、対校選手権大会などに
は部員一丸となって戦います。今後は６月に岐
阜県で行われる西日本学生陸上競技対校選手
権大会、９月に大阪府で行われる日本学生陸上
競技対校選手権大会を始め、各大会でもご声
援にお応えできるよう練習を積み重ねている
最中です。
　今後ともご支援、ご声援の程、よろしくお願
い致します。

サークル紹介

陸上競技部

　

鹿
屋
体
育
大
学
競
技
力
向

上
委
員
会
で
は
、
毎
年
５
月

を
「
競
技
力
向
上
月
間
」
に

設
定
し
、
理
学
療
法
士
・
教

員
・
大
学
院
生
に
よ
る
講

演
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

説
明
会
等
、
学
生
が
興
味
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
よ
う
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
競
技
力

向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
名
の
講
師
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
恒

心
会
お
ぐ
ら
病
院
理
学
療
法

士
の
中
畑
敏
秀
氏
か
ら
は

「
故
障
期
間
中
の
リ
ハ
ビ
リ

競
技
力
向
上
月
間
の
取
り
組
み

テ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
～
競
技
復
帰
後

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を

目
指
し
て
故
障
期
間
中
に
で

き
る
こ
と
～
」
と
題
し
た
講

義
・
実
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
同
大
の
中
本

浩
揮
准
教
授
に
よ
る
講
演

「
一
流
か
ら
学
ぶ
競
技
力
向

上
の
た
め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
」
、
同
大
修
士
課
程
２
年

の
堀
尾
郷
介
さ
ん
の
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
島
未
央
子
講
師
に
よ
る

「
味
覚
を
磨
け
ば
体
が
変
わ

る
!?
～
自
分

に
合
う
味
を

見
つ
け
よ

う
！
味
覚
感

覚
体
験
～
」

で
は
、
甘

味
、
酸
味
、

塩
味
、
苦

味
、
う
ま
味

そ
れ
ぞ
れ
を

口
に
し
た
と

き
の
握
力
を

学
生
が
自
ら

測
定
し
、
味

覚
と
力
の
発

揮
の
関
連
等

に
つ
い
て
体

験
し
ま
し

た
。
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
競

技
力
向
上
を

目
指
す
学
生

に
と
っ
て
、

大
変
興
味
深

い
内
容
と

な
っ
て
お

り
、
参
加
し

た
学
生
は
時

折
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
、

熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し

た
。

中本准教授による講演 長島講師による味覚感覚体験

筑波大学との連携による大学院共同専攻スタート

○スポーツ国際開発学共同専攻（修士課程）
　「スポーツ国際開発学共同専攻」は、スポーツ・体育・健康に関する
理論的・実践的な知識を英語によって学び、スポーツというツールを用い
て国際平和と友好、豊かな地域社会の創造に寄与できる人材の養成を
目的としています。
　鹿屋体育大学、筑波大学、そして日本スポーツ振興センターの三者が
共同して、スポーツと国際開発に関する実践的能力を養うプログラムを
提供します。授業はすべて英語で行われます。

◇入試概要
募集人員：鹿屋体育大学３名　　筑波大学５名　　
試験内容：英語、論述試験、口述試験
　　　　　※ 英語の試験は TOEIC または TOEFL のスコアを採用

◇入試日程
願書受付：平成 27 年 8 月 24 日（月）～ 8 月 28 日（金）
学力審査：平成 27 年 9 月 26 日（土）
合格発表：平成 27 年 10 月 8 日（木）
入試会場：筑波大学東京キャンパス

◇専攻ウェブサイト
　　　http://tkjids.taiiku.tsukuba.ac.jp/

【問い合わせ先】鹿屋体育大学教務課教育連携係　　TEL：0994-46-4853　　Email：kyoumu-r ＠ nifs-k.ac.jp

○大学体育スポーツ高度化共同専攻（博士後期課程）
　「大学体育スポーツ高度化共同専攻」は、大学体育スポーツの充実・
発展へ寄与する実践研究と、それに基づく教育実践の循環を促進できる
高度専門職業人としての大学教員の養成を目的としています。
　鹿屋体育大学、筑波大学の専門性・独自性を最大限に活かしながら、
現職教員の方にも可能な限り無理なく受講ができるように、遠隔講義シス
テムや週末･ 長期休業を利用するなど、カリキュラムが工夫されています。

◇入試概要
募集人員：鹿屋体育大学２名　　筑波大学３名　　
試験内容：書類審査、英語、口述試験
　　　　　※ 英語の試験は TOEIC または TOEFL のスコアを採用

◇入試日程
願書受付：平成 27 年 8 月 24 日（月）～ 8 月 28 日（金）
学力審査：平成 27 年 9 月 27 日（日）
合格発表：平成 27 年 10 月 8 日（木）
入試会場：筑波大学東京キャンパス

◇専攻ウェブサイト
　　http://kododaigaku.taiiku.tsukuba.ac.jp/

　鹿屋体育大学は、筑波大学と連携して大学院体育学研究科に修士課程「スポーツ国際開発学共同専攻」及び博士課程「大学体育スポーツ高度化共同専攻」
の設置に向けた事業に取り組んでいます。
　この事業は、文部科学省から公募のあった国立大学改革強化推進事業（国際的な知の競争が激化する中で、大学の枠を超えた連携の推進や個性・特色の
明確化などを通じた国立大学の改革強化を推進する事業）に申請し、採択されたもので、スポーツ医科学分野等での実績を有する筑波大学と唯一の国立体育
大学である鹿屋体育大学とが共同で大学院を設置し、体育・スポーツに関する世界水準の幅広い教育・研究を展開し、世界で通用する体育・スポーツ指導者を
養成することを目的としております。
　今後、９月に共同専攻選抜試験を実施し、教員組織、関係規則、学位授与等に関する整備を行ったうえで、平成 28 年度から共同専攻がスタートします。

SOUTEN No.292
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本紙各面の広告欄の御利用をお待ちし
ております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願い
ます。

広告欄の御利用について

闘いの記録
５月

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度

は
、
平
成
元
年
四
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）

は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人

一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
財
団
に
対
す
る
年
会
費（
寄

付
金
）に
つ
き
ま
し
て
は
税
法

上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も

し
く
は
現
金
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次

の
金
融
機
関
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体

育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教

育
財
団　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
関
係
各

位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール ８月
１日・セパタクロー大阪オープン 2015
　　  （～ 2　大阪 / 大阪なみはやドーム）
７日・ビーチバレー・ジャパン・カレッジ2015
　　  第 27 回全日本ビーチバレー大学男女選手権大会
　　  （～ 9　神奈川 / 川崎）
８日・第 62 回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　  （～ 9　千葉県国際総合水泳場）
９日・第 54 回全日本学生なぎなた選手権大会
　　  （～ 9　 山口 / 県立下関武道館）
20日・第42回全日本大学選手権大会（ボート）
　　  （～23　埼玉/戸田ボートコース）
　　 ・ 九州学生夏季テニス選手権大会
　　  （～ 30　福岡 / 福岡大学七隈コート他）
　　   ・第 69 回全日本学生体操競技選手権大会
　　  （～ 22　新潟）
27 日・文部科学大臣杯第70回全日本
　　　  大学対抗選手権自転車競技大会
　　  （～30　長野/松本市美鈴湖自転車競技場他）

学内行事 ８月
５日　夏期休業期間（～9月30日）
７日　公開講座
　　　「バスケットボール・サマー
　　　キャンプ（III）―基本動作か
　　　ら応用へ―」（～9日）
12日　夏季一斉休業（～14日）
15日　大学説明会
　　　（東京サテライトキャンパス）（～16日）
30日　学長杯オープンヨットレース
31日　第3年次編入学試験（～9月1日）

SP Lab で動作分析システム講習会
　

５
月
28
日
、
29
日

の
２
日
間
、
鹿
屋
体

育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
情

報
セ
ン
タ
ー
の
動
作

分
析
シ
ス
テ
ム
講
習

会
が
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究

棟
（SP

 L
ab

）
で

【陸上競技】
◆第85回九州学生陸上競技対校選手権大会
 （5/15～17　鹿児島県立鴨池陸上競技場）	
	 男子1500m		  ２位　鮫島 圭祐
						      ３位　中西 蓮
	 男子走高跳		  １位　山中 亮磨
	 男子円盤投		  １位　清水 郁宏
	 男子ハンマー投　２位　髙垣 奨義
	 男子十種競技		  １位　下地 歓喜
						      ３位　大園 佑
	 男子総合　		  ３位　
	 女子400m		  ２位　中筋 彩夏
	 女子800m		  ２位　碓井 さくら
	 女子1500m		  １位　岸良 美周
	 女子5000m		  ２位　藤田 理恵
	 女子10000m		  ２位　藤田 理恵
	 女子3000mSC		  １位　高野 安弥
	 女子走高跳		  ２位　八塚 彩
	 女子棒高跳		  １位　青柳 唯
	 女子砲丸投		  ３位　本山 さゆり
	 女子円盤投		  １位　中村 枝理子
						      ２位　田川 浩子
	 女子やり投		  ３位　坂倉 杏奈
	 女子七種競技		  ３位　荻原 佑梨
	 女子総合		  ３位　
			 
【女子バレーボール】
◆平成27年度九州大学春季バレーボール女子1部リーグ
 （4/25～5/24　福岡/アクシオン福岡他）
						      １位　

【女子バスケットボール】
◆第20回全九州大学春季バスケットボール選手権大会
　（4/25～5/10　鹿児島/鹿屋体育大学他）	
						      １位　
			 
【体操競技】
◆第63回九州学生体操競技選手権大会
　（5/2～3　大分県立総合体育館）	
	 男子種目別 床		 ２位　大村 幸輝
	 男子種目別 鞍馬	 １位　前野 風哉
						      ２位　杉野 史尭
	 男子種目別 つり輪	 １位　豊永 啓司
						      ２位　中野 大貴
	 男子種目別 跳馬	 １位　中嶋 洋介
	 男子種目別 平行棒	 ２位　金田 浩斗
	 男子種目別 鉄棒	 １位　金田 浩斗

						      ２位　塚元 淳貴
	 男子個人総合		  １位　前野 風哉
	 男子団体総合		  １位　
	 女子種目別 段違い平行棒	３位　長谷野 まゆ
	 女子種目別 床		 ３位　宮﨑 望	

◆第54回NHK杯体操
　（5/17　東京/国立代々木競技場・第一体育館）
	 男子種目別 跳馬	 ８位　前野 風哉

◆第65回西日本学生体操選手権大会　
（5/30～31　福岡/北九州市立総合体育館）
	 男子団体選手権の部
						      １位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　ゆか
						      １位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　跳馬
						      ２位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　あん馬
						      １位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　平行棒	
						      １位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　つり輪	
						      ２位　鹿屋体育大学
	 男子団体種目別選手権の部　鉄棒	
						      １位　鹿屋体育大学
	 男子個人総合選手権の部	
						      １位　塚元　淳貴
						      ４位　前野　風哉
				  
【水泳】
◆ジャパンオープン2015
 （5/22～24　東京辰巳国際水泳場）	
	 男子200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ	６位　髙橋 航太郎
	 女子200m背泳ぎ	 ６位　川崎 涼夏
	 女子200m平泳ぎ	 ４位　福留 景子
				  
【柔道】
◆第64回九州学生柔道優勝大会
（5/16～17　福岡武道館）		
	 男子			  １位　	
	 女子3人制		  １位　	
				  
【剣道】
◆全九州学生剣道選手権大会（男子第62回・女子第48回）
（5/9　福岡/粕屋町総合体育館）	
　男子個人		  １位　望月 脩平
						      ２位　持原 大希
						      ３位　草野 龍二朗
						      ３位　水凌 徹哉
		 女子個人		  ２位　永留 未来
						      ３位　山﨑 瑠美

◆第60回西日本学生剣道大会
（5/23～24　福岡市民体育館）		
		 男子団体		  １位　
【ヨット】
◆2015年度西日本学生ヨット選手権大会・
　2015年度西日本ヨットウィーク
 （5/2～5　福岡市ヨットハーバー）
		 国際470級（ペア）	５位　元津・岩城
	 国際470級（団体）	３位　
	 国際ｽﾅｲﾌ 級゚（団体）	３位　

【自転車競技】
◆第4回JBCF堺クリテリウム
 （5/17　大阪/堺市大仙公園周回コース）
						      １位　上野 みなみ
						      ２位　塚越 さくら

◆第54回全日本学生選手権チーム・
　ロード・タイムトライアル大会
　（5/31　埼玉/加須市おおとね童謡のふる里室前発着コース）
						      １位　原田・徳田
							        山本・冨尾

【ウィンドサーフィン】
◆第5回青島・太平洋ウィンドサーフィンレース
（5/6　宮崎市青島海水浴場北側）
	 テクノ293クラス		  １位　由里　亮太
						      ３位　木下　拓也
	 レディース		  ２位　佐々木 彩香

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
や

筋
骨
格
モ
デ
ル
動
作
解
析
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
、
視
線
計
測
シ

ス
テ
ム
の
概
要
と
最
新
情

報
、
計
測
の
実
際
や
個
別
相

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
こ
れ
ら
の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
研
究
し
て
い

る
学
生
、
こ
れ
か
ら
利
用
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
る
学
生

等
が
多
数
参
加
し
、
積
極
的

に
質
問
や
相
談
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
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㈱
様（
三
万
円
）
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